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〇 令和5年度から開始するSIP第3期に向けて、Society 5.0からバックキャストで課題候補を選定し、
フィージビリティスタディを実施。

〇 技術だけでなく、制度、事業、社会的受容性、人材の５つの視点から、社会実装に必要な取組を検
討し、14課題を決定。

SIP第3期14課題の決定

 プログラムディレクター（PD）のもとで、府省連携・産学官連携
により、５つの視点（技術、制度、事業、社会的受容性、人材）
から必要な取組を推進

 ５つの視点の取組を測る指標として、TRL（技術成熟度レベル）
に加え、新たにBRL（事業～）、GRL（制度～ ）、SRL
（社会的受容性～ ）、HRL（人材～ ）を導入。

技術はできても、社会実装につながらないことも

従来のプロジェクト

SIP第３期

社会実装に向けた５つの視点

社会実装 例：無人自動運転サービスの実現

技術
例：自動運転技術開発

社会実装に向けて技術開発以外の取組が進められていない

社会実装 例：無人自動運転サービスの実現

技術
例：自動運転技術開発

制度
例：関連法令整備

社会的受容性
例：地域関係者の協力

事業
例：事業モデル構築

人材
例：遠隔監視者育成

健康寿命が延伸している社会

豊かな食が持続的に
提供されている社会

カーボンニュートラルを実現し
た社会（2050年目標）

循環型の社会レジリエントで安全安心な社会

効率的なインフラマネ
ジメントが進んだ社会

個々に応じた教育、
働く機会のある社会

多様な社会参画が実現している社会
（包摂性を持った社会）
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バイオ マテリアル

先進的量子技術基盤の
社会課題への応用促進

一人ひとりの多様な幸せ（well-being）が実現できる社会
【科技イノベ基本計画第1章3.(1)②】

国民の安全と安心を確保する持続可能で強靭な社会
【科技イノベ基本計画第1章3.(1)①】

海洋
安全保障

プラットフォーム
の構築

データ
データ

統合型ヘルスケアシステムの構築 包摂的コミュニティプラットフォームの構築

スマート防災ネットワークの構築 海洋安全保障プラットフォームの構築
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②心身の中リスク者を早期に見
つけ落とさない仕組
プレハイリスク層＋ポピュレーション層
へのアプローチ（新設）

①セーフティネットとしてハイリスク者を守る仕組
（従来から整備）：ハイリスク者へのアプローチ

③well-beingを高める仕組
ポピュレーション層への
アプローチ（新設）
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ポピュレーションアプローチとハイリスクポピュレーション
アプローチの二つの機能を持つシステムづくりが重要

要介入支援層
自治体・関係機関との
連携により、より専門
的な支援が必要な層



個別技術領域における
各省庁の研究開発を加速

研究開発の成果を生かし、社会課題解決や
新事業創出に橋渡しするための重点課題を
設定し各省庁の取組を推進

AI領域の研究開発

量子領域の研究開発

バイオ領域の研究開発

インフラ・防災領域の研究開発

＜従来のPRISM＞

CSTIが各省庁の研究開発に予算をアドオン

＜BRIDGE＞

CSTIが重点課題に対応した
各省庁の取組に予算をアドオン

〇 従来のPRISMの制度を見直し、個別技術領域を設定するのではなく、研究開発の成果
を生かし、社会課題解決や新事業創出に「橋渡し」するための重点課題を設定し、各省庁
の取組を推進。

研究開発のフェーズを特定しておらず、
社会課題解決や新事業創出にすぐに
つながらないものも

制度の見直し
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SIPや各省庁の施策での
革新技術等の研究開発

革新技術等による
社会課題解決や
新事業創出

国際標準化

人材育成

事業環境整備

プロセス転換・
政策転換

他

スタートアップ
創出
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